










要約:母子保健事業としての性教育への強い期待がありながら,その普及は充分とはいい難

い。岡山県では性の問題を母親として学びたいとして生れた母親たちの学習グループの動

きがあり,地域での事業の発展的展開を考える上に一つの問題を提起するものといえよう。 

今日の性環境が子どもに及ぼす影響を憂い,子どもの心とからだの健康を願う母親たちの,

自発的な性と子育ての学習を進める集いがそれである。 

家庭から学校へ,そして地域へはたらきかける実践行動によって関係行政の柔軟な対応を

引きだし,地域をあげての取り組みへと発展させたものもある。 

昭和 50 年度よりはじまった岡山県における性教育の実践にかかわり,昭和 60 年度以降,母

親たちの性と子育てを学ぶ自主的グループの育成につとめてきた者として,愛育委員会が

全県的に取り組んでいる十代妊娠問題に関わる活動と,学校における性教育の状況を取り

上げ,地域における総合的な幼児期からの性教育の推進の上の問題を考察することとする。 


